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６　対象の選定

　事業者は、次により調査等の実施対象を選定

するものとする。

(1) 過去に労働災害が発生した作業、危険な

事象が発生した作業等、労働者の就業に係

る危険性又は有害性による負傷又は疾病の

発生が合理的に予見可能であるものは、調

査等の対象とすること。

(2) (1) のうち、平坦な通路における歩行等、

明らかに軽微な負傷又は疾病しかもたらさ

ないと予想されるものについては、調査等

の対象から除外して差し支えないこと。

７　情報の入手

(1) 事業者は、調査等の実施に当たり、次に

掲げる資料等を入手し、その情報を活用す

るものとする。入手に当たっては、現場の

実態を踏まえ、定常的な作業に係る資料等

のみならず、非定常作業に係る資料等も含

査等を実施する必要はないこと。

(7) 既に設置されている建設物等や採用され

ている作業方法等であって、調査等が実施

されていないものに対しては、指針の５(1)

にかかわらず、計画的に調査等を実施する

ことが望ましいこと。

６　調査等の対象の選定について

(1) 指針の６は、調査等の実施対象の選定基

準について規定したものであること。

(2) 指針の６(1) の「危険な事象が発生した

作業等」の「等」には、労働災害を伴わな

かった危険な事象（ヒヤリハット事例）の

あった作業、労働者が日常不安を感じてい

る作業、過去に事故のあった設備等を使用

する作業、又は操作が複雑な機械設備等の

操作が含まれること。

(3) 指針の６(1)の「合理的に予見可能」とは、

負傷又は疾病を予見するために十分な検討

を行えば、現時点の知見で予見し得ること

をいうこと。

(4) 指針の６(2) の「軽微な負傷又は疾病」

とは、医師による治療を要しない程度の負

傷又は疾病をいうこと。また、「明らかに

軽微な負傷又は疾病しかもたらさないと予

想されるもの」には、過去、たまたま軽微

な負傷又は疾病しか発生しなかったという

ものは含まれないものであること。

７　情報の入手について

(1) 指針の７は、調査等の実施に当たり、事

前に入手すべき情報を規定したものである

こと。

(2) 指針の７(1) の「非定常作業」には、機

械設備等の保守点検作業や補修作業に加

え、予見される緊急事態への対応も含まれ

ること。

　なお、工程の切替（いわゆる段取り替え）


